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2011.3.11 Pm2:46  東北地方太平洋沖地震　発生　マグニチュード9.0 最大震度7
　　　　　　　　（詳細は「八雲会」HP及び「げんき宮城通信」ブログで検索）

　

 小泉凡教授（島根県立大学短期大学部/小泉八雲ひ孫）会員の被災見舞いに来訪
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語りつぐ「稲むらの火」 

小判寿司（仙台/文化横丁） 射水市内川 

駐日アイルランド大

使ジョン・ニアリー氏 

富山八雲会 

海賊料理 舟小屋 

八雲レリーフ  熊本大学校内 



御　礼
 　被災直後の安否確認では、ご心配をおかけしました。おかげさまで会員は全員無事でした。しかし、家
流失2、全壊4、大規模半壊2、半壊2と半数以上が甚大な被害にあいました。車で一夜をすごしたり、避難
所での寒い夜を余震の中で眠れないまま過したり・・・その後の筆舌に尽くし難い体験等々。その間、全国
の八雲会のみなさまの暖かいご支援に支えられ支援活動を行ってきました。心から御礼申し上げます。
被災した会員は、一時体調を崩したひともいますが少しづつげんきを取り戻しています。教室を再開したり
仮設住宅へ手作りのパンを届けたりと、自立生活創生に向けて歩みだしていますので、ご安心下さい。
　 みちのく八雲会は、ＮＰＯげんき宮城研究所他連携団体と今後も支援活動を継続していく所存です。

山陰日本アイルランド協会様主催の「アイリッシュ・チャリティ・イベント」の収益金239,400円が、連携団体である
「まちづくりＮＰＯげんき宮城研究所」に支援金としてご提供いただきました。駐日アイルランド大使様、松井ゆみ子
様、ピーター・バラカン様、ご参加の皆様、スタッフの皆様、心から感謝申し上げます。この支援金を基に『かくかく
しかじか基金』を創設し、ピンポイント支援（必要なものを、必要とするひとに）に活用致します。

　小泉八雲来熊１２０年記念 講演会とシンポジウム

 熊本日日新聞2011.11.27（みちのく八雲会3名参加）
   「小泉八雲を読む会」～へるんサロンin石巻 §17
　　　　　　　     再開しました。2012.1.21 

  　　　 （§17は、2011.3.12開催予定でした）

　　　　お知らせ

　　　みちのく八雲会創立１０周年記念事業
　①案　平成２４年８月３１日（金）～９月１日（土）
　②案　平成２４年９月　１日（土）～９月２日（日）
　＊開催場所　宮城県石巻市（予定）

        　静岡新聞　2011.9.24 　　　　　         　　詳細は後報します






